
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暴力のない対等な関係を築くために・・・ 

 

何があっても暴力は認めない 

どんな事情があったとしても、暴力は振るって良いという理由には 

なりません。暴力という行為を選択した人に責任があります。 

暴力は「犯罪」となる行為を含む人権侵害です。 

 

自分のことを大切にする 

「男らしさ」、「女らしさ」にとらわれ過ぎていませんか？ 

自分らしさを大切にしましょう。 

自分の気持ちと身体を大切にして、嫌な事には「NO」と言いましょう。 

 

相手のことを尊重する 

暴力は、相手の身体や心を傷つけます。相手の話をよく聞いて、意見を 

しっかり受け入れましょう。 

相手への思いやり、相手を大切にする心を持つことが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

恋人からの 

連絡には即レス？ 

一緒にいるためなら

バイトもやめる？ 

つきあってれば 

いつも一緒が 

当たり前？ 

記念日なら 

なんでもプレゼント

は当たり前？ 

愛し合っていれば 

どこでもキス OK？ 

当たり前だよ 当たり前かなぁ… おかしくない？ 

出典：内閣府ホームページ（http://www.gender.go.jp/policy/no_violence/date_dv/index.html） 
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